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東
西

の
障
害
福

祉
拠
点
そ
ろ
う

区では、心身障害者の通所訓練を充実
させ、障害者の増加に対応できるよう、
東西2 ヵ所の福祉総合施設の建設を計画
し、昨年4 月には、東部障害福祉総合セ
ンターが神明南二丁目に開所しました。
今年はいよいよ5 月に西部障害福祉総合
センターが谷在家三丁目にオープンしま
す。このセンター
の完成により、区
西部地域の障害者
の方の利用が便利
になります。

5 月 に

オ ープ ン

西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

区
内
2
ヵ
所
目

谷
在
家
三
丁
目
に

昨
年
開
所
し
た
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
引
き
続

き
、
谷
在
家
三
丁
目
に
、
区
内
2

ヵ
所
目
の
施
設
と
し
て
、
西

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
施
設

は
、
東
部
障
害
福
祉
變
-
セ
ン

タ
ー
と
同
様
、
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
生
活
実
習
所
、

福
祉
作
業
所
を
統
合
し
た
障
害

者
の
た
め
の
総
合
セ
ン
タ
ー
で

す
。

主
な
事
業
内
容

▽
相
談
事
業
・・・
リ
(

ビ
リ
、
補

装
具
、
失
語
症
な
ど
の
相
談

▽
各
種
講
習
今
・・
ワ
ー
プ
ロ
、

音
楽
、
絵
画

、
陶
芸
等

▽
脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
に
よ

る
中
途
障
害
者
の
機
能
回
復

訓
練
(
リ
(
ビ
リ
テ
ー
ジ
ョ

ン
)

▽
重
度
心
身
障
害
者
の
生
活
実

習
訓
練

▽
肢
体
不
自
由
者
等
の
自
立
生

活
訓
練

▽
心
身
障
害
者
の
福
祉
作
業
訓

練

地
域
の
方
の
ご
理
解
を

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
は
、
開
か
れ
た
施
設
と
し
て

各
種
の
行
事
等
を
通
じ
て
、
地

域
の
方
と
も
交
流
を
持
つ
な
ど

と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
オ
ー
プ
ン
の
日
程
等
、
く
わ

し
く
は
あ
だ
ち
広
報
5
月
1
5日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

宇
佐
)
　

・
障
害
福
祉
課

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

西部障害福祉総合センター
足立区谷在家三丁目13- 1
<交通機関〉
●東武線西新井駅から東武バス
都市農業公園行上鹿浜下車、または皿沼循
環行谷在家一丁目、皿沼不動前下車徒歩10分

西部障害福祉総合センター案内図

4 月 新たにスタート
西 新 井 高 齢 者 作 業 所

足立あいあい公社
西 新 井 障 害 者

作
業所

この4 月、西新井二丁目に新
しい施設がオープンしました。
この施設内に西新井高齢者作業
所、竹の塚から移転した足立あ
いあい公社、西新井障害者作業
所が入ります。

・
西
新
井
高
齢
者
作
業
所

改
築
の
た
め
休
所
中
だ
っ
た

高
齢
者
作
業
所
を
再
開
し
ま

す
。
意
欲
が
あ
り
、
社
会
参
加

を
望
ん
で
い
る
お
と
し
よ
り
の

就
労
の
場
で
す
。

問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

・
足
立
あ
い
あ
い
公
社

「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
」
を

提
供
し
て
い
る
公
社
が
竹
の
塚

か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

足
立
あ
い
あ
い
公

社豐
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

・
西
新
井
障
書
者
作
業
所

養
護
学
校
等
を
卒
業
後
、
一

般
就
労
が
困
難
な
精
神
薄
弱
者

の
方
が
対
象
の
施
設
で
す
。
作

業
指
導
を
通
じ
て
自
立
を
促
す

場
と
な
り
ま
す
。運
営
は
、「
足

立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
が

自
主
運
営
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

障
害
福
祉
課

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

5月11 日 ～20 日
春の全国交通安全運動

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
入
学
生
、
パ
リ

ツ
と
し
た
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
入
社
員
な
ど
、
新
人

を
迎
え
る
4
月
は
何
か
と
あ

わ
た
だ
し
い
季
節
で
す
。
張

り
つ
め
た
緊
張
も
そ
ろ
そ
ろ

ゆ
る
ん
で
く
る
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
時

期
が
油
断
大
敵
。
交
通
事
故

は
、
今
日
も
あ
な
た
の
す
ぐ

そ
ぱ
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

お
と
し
よ
り
の

事

故

が

増
え
て
い
ま
す

と
っ
さ
の
判
断
、
動
作
が

遅
れ
が
ち
な
お
と
し
よ
り

は
、ひ
と
た
び
事
故
に
巻
き

こ
ま
れ
る
と
大
事
故
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
昨
年

の
交
通
事
故
死
亡
者
の
う
ち
3

割
が
お
と
し
よ
り
で
す
。

今
回
は
お
と
し
よ
り
が
巻
き

こ
ま
れ
た
事
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

「
ま
さ
か

」が

事
故
に
…

「
あ
っ
い
け
ね
エ
、
あ
そ

こ
を
曲
が
る
ん
だ
っ
た
」
。左

折
す
る
道
を
ま
ち
が
え
た
ワ

ゴ
ン
の
運
転
手
は

、
今
采
た

道
を
バ
ッ
ク
し
始
め
ま
し

た
。
左
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
気
に
し
て

、
右
側
か
ら
道

路
を
横
断
し
て
き
た
お
と
し

よ
り
に
気
づ
か
ず
、
死
亡
事

故
に
。

お
と
し
よ
り
や
子
供
は
、

と
か
く
周
囲
へ
の
注
意
が
十

分
に
で
き
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
、
そ
こ
ま
で

配
慮
し
て
(
ン
ド
ル
を
握
っ

て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
せ

ば
、
加
害
者
、
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
そ
の
冢
族
も
つ
ら

い
思
い
を
す
る
の
で
す
。
注

意
し
過
ぎ
て
過
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

生
命
は
尊
い
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。
人
も
車

も
気
を
つ
け
て
、
悲
惨
な
事

故
を
1
件
で
も
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。

A
足
立
区
、
干
住
・
西
新

井
・
綾
瀬
警
察
署
V

葦
立
ち

桜
が
終
っ
て

、
新
緑
の
映

え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

。

「
千
里
鴬
嶋
い
て

緑
紅

に
映
ず
」
と
晩
唐
の
詩
人
杜

牧
は
春
の
美
し
さ
を
表
現
し

ま
し
た
が
、
樹
々
の
芽
吹
き

は
や
わ
ら
か
で

、
心
が
洗
わ

れ
る
よ
う
で
す

。

ま
た
、
水
の
濟
い
流
れ
は

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
で

す

。幸
い
足
立
区
は
水
と
緑
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す

。
こ
の
程

誕
生
し
た
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
も
水
と
緑
を
象
徴
に
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
水

と
緑
は
人
間
の
生
活
に
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、

失
わ
れ
た
自
然
を
取
り
戻
し

た
い
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す

。

区
内
を
縦
横
に
巡
る
川
や

水
路
、
緑
を
再
生
し

、
美
し

い
環
境
を
創
り
出
し
て
い
く

た
め

、
こ
の
4

月
1
日

「
水

と
緑
の
公
社

」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
親
水
公
園
や
緑

道
の
維
持
管
理
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
環
境
の
保
全
事
業

一
や
啓
発
活
動

、
調
査
研
究
も

行
っ
て

、
水
と
緑
の
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
景
観
に
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す

。

多
く
の
可
能
性
に
富
む
若

い
足
立
区

。
区
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
自
然
と
都
市
が
共

生
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
を
創

っ
て
い
く
一
翼
を
こ
の
公
社

が
担
っ
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す

。

区長

古性直
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図書館の利用に8 割が満足
「図書館」「公園」「災害対策」「情報公開」について調査

足立区政に関する世論調査Part 2

区民の皆さんの考え、意見、要望を、よ
り良い区政実現のために生かしていこうと
毎年行っている 「足立区政に関する世論調
査j 。今回は3 月25日号に引き続き、パート2
として「図書館」「公園」「災害対策」「情

報公開」をテーマに行った鯛査から、その
厩要をお知らせします。

調
査
方
法
　

無
作
為
抽
出

に
よ
り
足

立
区
在
住
の
2
0

歳
以
上
の
男
女
2
千

人
参
ク
ロ
ッ
ク
別
に
選

ぴ
、
専
門

飼
査
員
が
個

別
面
接
し
て
調
査

調
査
時
期
　
平
成
2

年
H

月
回
収
率
　
7
8
・
O
%

図

書

館

1
カ
月
間
に
本
(書
籍
)を

読
ん
だ
人
4
9
%、雑
誌
6
7
%

1
ヵ
月
間
に
、
本
(
s

錙
)
、

雑
誌
、
漫
画
(
コ
ミ
ッ
ク
)
や

ビ
デ
オ
、
c
D

・
カ
セ
ッ
ト
な

ど
を
、ど
の
く
ら
い
読
ん
だ
り
、

聞
い
た
り
し
た
か
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
雑
誌
」
を
読
ん
だ
人
が
6
7
%

で

最
も
多

く
、
次
い
で

「
本
」
4
9
%
、「
ビ
デ
オ
」
2
9
%
、

「
c
D

・
カ
セ
ッ
ト
J
2
1
%

。

「
漫
画
」
1
9
%
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
も
「
読
ん
だ

り
見
た
り
し
た
も
の
は
な
い
」

と
答
え
た
人
は
3
%
で
し
た
(

図
1
)
。

図1　 読 ん だり見 たり し たもの

1
年
間
に
、成
人
は
5
人
に

1
人
が
図
書
館
を
利
用

こ
の
1
年
間
に
、
区
立
図
書

館
を
利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
人

は
2
1
%
で
、
男
性
よ
り
女
性
の

利
用
か
若
干
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。特

に
、
女
性
3
0
歳
代
は
4
0
%

の
人
か
利
用
し
、
区
平
均
の
2

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
の
理
由
は

、「
利
用
し

な
く
て
も
、
特
に
不
便
を
感
じ

な
い
か
ら
」
か
4
8
%
で
最
も
多

く
、
以
下
「
あ
ま
り
本
を
読
ま

な
い
か
ら
」
3
0气

「
本
は
買
っ

て
読
む
か
ら

」
2
3
%
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
近

く

て

便

利
」と

利

用

者
の

多
く

が
〝
満

足
〟

区
立
図
一

館
を
利
用
し
て

「
満
足
」
と
答
え
た
人
と
「
ま

あ
満
足
」
と
答
え
た
人
を
合
わ

せ
た

謡

足
夕

は
8
3
%
。

一
方
、「
少
し
不
満
」
と
「
不

満
」
を
合
わ
せ
た

罘

鵬
胛

か
1
7
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
立
図
書
館
を
利
用

し
て
j
P

と
感
じ
た
点
は

、

図
書
館
が
「
近
く
に
あ
る
の
で

便
型

と

、
6
3
%
哭

が
評
価

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
「
利
用
手
続
き
が

簡
単
」
6
%

、「
休
館
日
が
少
な

く
、
開
館
時
間
も
長
い
」
か
2
9

%
、「
読
み
た
い
本
か

た
く
さ
ん

あ
る
」
と
「
施
設
や

設
備
が
よ

い
」
か
と
も
に
2
1
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
j

く
な
い

と
忍
じ

た
点
は
。「
特
に
よ
く
な
い
と
感

じ
た
点
は
な
い
」
が
3
6
%
、
以

下
「
読
み
た
い
と
思
う
本
が
少

な
い
」
2
9
%
、「
レ
コ

ー
ド
・
c
D

な
ど
か
そ
ろ
っ
て
い
な
い
」
1
3
%

、
「
太
が
さ
が
し
に
く
い

」

「
場
所
が
遠
い
」
「
利
用
者
の
マ

ナ
ー
か
よ
く
な
い

」
か
と
も
に
1
2
%

な

ど
と
な
っ
て
い

ま
す

(
図
2
)

。

図2　 図書館の評価(上位5 位)

―よいと感じた点―

―よくないと感じた点―

〝
広
い
〟
〝
わ
か
り
や
す
い
〟

〝
く
つ
ろ
げ
る
〟
図
書
館
を

区
で
は
、
新
し
い
中
央
図
畜

館
の
建
設
構
想
を
持
っ
て
い
ま

す
。今

後
の
新
し
い
図
書
館
に
、

施
設
・
設
備
面
で
期
待
す
る
こ

と
は
何
か
を
闃
い
た
と
こ
ろ
。

「
広
く
、
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲
気

の
施
設
に
す
る
」
が
2
9
%
で
最

も
多
く
、
次
い
で
「
広
い
番
架

ス
ペ
ー
ス
に

。
わ
か

り
や
す
く

本
を
配
置
す
る
」
2
8
%
、
「
調
べ

も
の
や
読
書
が
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
を
つ
く
る
」「
駐
車
場
や
駐
軸

場
を
整
備
す
る
」「
レ
ス
ト
ラ
ン

・
喫
柔
な
ど
の
付
属
施
設
を
つ

く
る
」
か
、
と
も
に
2
1
%
と
な

っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て

ど

い

、
わ
か
り
や
す
い
、
く
つ
ろ

げ
る
″
施
設
へ
の
要
望
の
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

公

園

利
用
者
の
6
3
%
は

大
規
模
公
園
を
利
用

こ
の
1

年
間
に
、
身
近
に
あ

る
公
園
や
児
童
避
園

を
利
用
し

た
人
は
5
6
%
。

そ
の
中
で
、
1
5の
大
規
襖
公

園
や
特
色
の
あ
る
公
園
を
み
る

と
「
元
渕
江
公
園
」
の
利
用
が

1
8
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
都

市
農
笑
公
園
」
1
7
%
、
『
荒
川
河

川
敷
緑
地
』
1
4
%
、
「
し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
」
1
3
气
「
花
畑
記
念
底

男
H
%
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

公園内施設〝サイク

リングコース〟〝駐

車場〟の要望が多い

大
規
模
な
公
圃
や
特
色
の
あ

る
公
園
の
中
に
、
あ
れ
ば
よ
い

と
思
う
施
設
を
聞
い
た

と
こ

ろ
、「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
」

と
『
畦
車
婦
』
が
と
も
に
3
0
%

で
最
も
多
く
、
以
下
「
充
店
」
2
8
%

、
「
屋
内
プ
ー
ル
」
2
5
%
、

「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
2
0
%
、「
動
物

園
」
1
8
%
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

性
別
で
み
る
と
、男
性
は
「
釣

り
堀
り
」
「
野
球
場
・
運
励
場
」

「
駐
車
場
」
を
、
女
性
は
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
」「
屋
内
プ

I
ル
」
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

」「
動

物
園
」「
レ
ス
ト
ラ
ン
」の
要
望

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

災

害

対

策

3
人
に
1
人
が
防
災
区
民

組
織
活
動
を
知
っ
て
い
る

区
で
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合
き

菓
に
、
町
会
・
自
治
会
単
位
で
6

災
区
民
組
譽

を
結
成
し
、

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

自
分
か
加
入
し
て
い
る
町
会

・
自
治
会
の

防
災
区
民
組
織
の

活
動
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
人
は
3
4
%
で
し
た
。

区

内

の
〝
広
域

避
難

場
所
〟

知
っ
て

い
る
人

は59%

地
震
災
害
が
起
き
た
時
の
避

難
方
法
と
し
て
、
ま
ず
町
会
ご

と
に
決
め
穴

た

二

時
集
合

場
所
″
に
避
難
。
そ
の
後
、
災

害
状
況
な
ど
を
判
断
し
、
区
内
9

ヵ
所
に
あ
る

居

城
避
難
場

所〟

へ
避
碓
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
季

ふ

、
こ
の

。広
域
避

難
場
尹

を
「
知
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
人
は
5
9
%
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
避
難
場
所
へ
行

っ
た
こ
と
か
あ
る
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
「
歩
い
て
行
っ
た
こ
と

か
あ
る
」
と
答
え
た
大
は
7
7
%

、
避
難
場
所
を
「
知
っ
て
い

る
」
と
答
え
た
人
の
ほ
ぼ
4
人

に
叉

の
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。

情

報

公

開

情
報
公
開
制
度
を
知
っ
て

い
る
人
は
4
人
に
1
人

区
政
情
覗
を
知
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
が
「
あ
っ
た
」
と
答

え
た
人
は
、
女
畦
よ
り
男
性
が

多
く
、
5
0歳
以
上
の
男
性
で
は
、
3

人
に
I

人
の
割
合
と
な
り
ま

す
。知

り
た
い
と
思
っ
た
も
の

は
、
「
都
市
計
画
等
求
ち
づ
く
り

に
関
す
る
哢
報
」
3
9
%
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
社
会
福
祉
に

関
す
る
情
報
」
3
4
%
、「
生
活
環

暁
に
関
す
る
情
報
」
2
8
%
、「
保

健
衛
生
に
関
す
る
情
報
」
2
1
%

と
、
な
っ
て
い
ま
す
(
図
3
)

。

ま
た
、
区
が
情
報
公
閲
制
度

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

袙

っ
て
い
戸

人
は
2
6
%
で

、
4
人

に
I
人
が
知
っ
て
い
ま
し
た
。

図3　知りたいと思った情報(上位5位)
知
り

た

い

目
的

は

〝
興

味
・

関
心
〟
〝
個

人

生
活
の

た
め
〟

区
政
崎
報
を
知
り
た
い
と
思

っ
た
目
的
は
「
興
味
・
関
心
の

た
め
」
と
「
個
人
生
活
の

た
め
」

が
と
も
に
4
6
%
で
最
も
多
く
。

「
営
業
・
仕
事
の
た
め
」
1
6
%

が
こ
れ
に
次
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
得
る
た
め

の
方
法
は
「
区
の
広
報
紙
等
で

詢
べ
た
」
4
2
%
、
「
知
人
(
友
人
)

に
聞
い
た
」
2
2
%
、
「
区
に
電
話

ま
た
は
行
っ
て
調
べ
た
」
1
4
%。

「
町
会
・
自
冶
会
等
の
人
に
聞

い
た
」
1
0
%
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、「
情
報
公
開
制
度

を
利
用
し
た
」
人
は
1
%

と
い

う
結
果
で
し
た
。

今
回
の
世
諭
調
査
に
つ
い
て

の
〝あ
ら
ま
し
〟
は
本
庁
舎
(
千

住
)
お
よ
ぴ
中
央
本
町
庁
舎
の

情
報
公
聞
課
で

無
料
配
布
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
く
わ
し
い
集
計
結
果

膏
載
せ
た

遍

告
尹

は
、
情

報
公
閲
課
、
区
内
各
図
S
館
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
后
明
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
広
聴
相
談

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

みんなの健康
足立保健所　3855- 4151千 住 保 健 所　3888- 4277

江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保健予防 係　3882- 1111 ㈹

ご協力ください
5 月 の献血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
日
程
は
下
訝
の

と
お
り
で
す
。

受
付

時
間
　
い
ず
れ
も
午

前
1
0時
～
午
後
3

時
3
0

分
(

昼
食
・
休
憩
時
間

を
除
く
)

問
合
せ
先
　

葛
飾
赤
十
字

血
液
セ

ン

タ
ー
　

(
3
6
9
3
)
5
7
0

1

、
本
庁
舎
(
千
庄
)

・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1

1
1
㈹

5 月の献血予定表

行
楽
の
お
弁
当
づ
く
り

食
中
毒
に
ご
注
意
を

家
庭
で
の
食
中
毒
事
故
は

、

都
内
で
過
假
1
0
年
間
に
兩
件
発

生
し
ま
し
た

。
原
因
食
の
約
4

割
は

、
お
に
ぎ
り
で
す

。
原
因

菌
は

。
黄
色
ブ
ド
ゥ
球
圃
で

、

傷
口

、
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
に

濳
ん
で
い
ま
す

。

手
作
り
の
お
弁
当
で

。
會

中
臠
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
洋

意
し
ま
し
ょ
う

。

▽
調
理
前
に
は

、
手
や
器
具

を
消
毒
す
る

▽
傷
の
あ
る
手
で
直
接
食
品

に
さ
わ
ら
な
い

▽
作
っ
て
か
ら
食
べ
る
ま
で

の
時
間
を
な
る
べ
く
短
く

す
る

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

3
8
5
5
)
4
1
5

1

、千
住
保
健
所
　
(
3
8
8
8
)

4
2
7
7
　

い

ず
れ
も

、
衛
生
指
導
課
食

品
衛
生

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は

、
足
立
区
曲
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て

、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り

、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に

、
曲
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

。

対
象
　
区
内
在
住
の
1
8
歳
未
薦

で

、
軽
・
中
度
の
障
舎
が
あ

り
、
診
療
場
所
ま
で

通
院
可

能
な
方
(

ご
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)
。な
お

、
重
度
の

方
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

珍
療
日

時

毎
週

木
・
土
曜

日

、
午
前
9
時
1

正
午
(
祝

日
を
除
く
)

診
療
場
所
　

歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で

、
一
般
の

歯
科

診
潦
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に

、
曲
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す

。

対
象
　
区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で

、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時
　

毎
週
火
～
士
疆

日
(

日
時
は
亊
前
に
連
絡

し
ま
す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
呎

本
人
の
健
原
状
態
や
歯
の

状

態
な
ど
事
前
調
査
を
行
う
た

め

、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る

程
度
の
日
取
か

か
か
り
ま

す

。―

い
ず
れ
も
―

申
込
日
時
　
毎
週
火
～
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
　

午
、午
後
1
時
～
3
時
3
0

分
(

祝
日
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医

師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

(
千
住
1
1
5
F
5

、
脇

科
医
師
会
館
2
階
)

(
3
8
8
2
)
3
8
8
　

2
　
F
A
x
(
3
8
8
2
)
　

6
2
0
3

在宅寝たきり老人訪問歯科診療車

毛
長
川
浄
化
に
向
け
て

地
域
住
民
の
活
動
始
ま
る

区
で
は

、
平
成
元
年
度
か

ら
毛
長
川
浄
化
事
業
を
聞

始

し

、
平
成
2

年
6
月
に
は

、

舎
人
四
丁
目
3
番
地
先
に
浄

化
実
験
施
設
を
設
置

、
現
在

実
験
を
継
碗
中
で
す

。

今
回

、
こ
の
事
業
の
一
環

と
し
て

、
近
年
河
川
汚
濁
の

原
因
の
約
7

創
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
生
活
排
水
に
よ

る
汚
れ
を
少
な
く
す
る
た
め

に

、モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し

、

各
家
庭
で

浄
化
活
動
を
実
賎

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

期
間
は

、
平
成
3

年
2
月
1
8

日
か
ら

ま
週
間

、
場
所
は

浄
化
実
験
施
設
の
す
ぐ
北
側

の
舎
人
四
丁
目
8

・
9
番
の

地
域
で
す

。町
会
長
を
始
め

、

町
会
衛
生
部
の

方
々

、
各
班

長
の
方
の
ご
協
力
で

、
こ
こ

に
お
住
ま
い
の

約
1
3
0世
帯
の

皆
さ
ん
に

、
ろ

紙
袋

、
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
三
角
コ

ー

ナ
ー
等
を
配
り
、
浄
化
活
動

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
食
器
や
周
(
な
べ
)

な
ど
の
油
の
ふ
き
取
り
に
つ

い
て
。
活
動
前
に
は
「
ふ
き

取
ら
な
い
」
は
2
8
%
で
あ
っ

た
も
の
が
、
活
動
後
は
6
%

と
大
幅
に
減
る
な
ど
、
浄
化

意
識
の
高
ま
り
を
示
す
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
も
「
こ
の
活
動
を
喨
け

る
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て

「
で
き
れ
ぱ
続
け
た
い
」
を

含
め
る
と
、
ほ
ぼ
全
員
か
ら

「
今
唆
も
続
け
る
」
と
の
回

答
か
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
区
の
方
々
に
限
ら

ず
、
他
の
流
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

一
日
も
早
い

湾
流
の
復
活
を

実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
環
境
課
V

毛
長
川
の
浄
化
実
験
施
設

在宅痴 呆( ちほう)性
高 齢 者 ケ ア 事 業

利 用 者募 集

7
月
に
聞
所
す
る
高
齢
者

在
宅
サ

ー
ビ
ス

セ
ン

タ
ー

「
さ
の
」で
は
。
区
内
で
初
め

て
の

在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
ケ

ア
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
串
業
は
、
痴
呆
性
高

齢
者
へ
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
界

護
の
充
実
、
自

立
生
活
の

助
憂
、
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
家
族
の
身
体
的
、
精

神
的
な
労
苦
の
軽
減
を
図
る

こ

と
を
目
的
と
し
て

い
ま

す
。今

回
、
在
宅
痴
呆
性
高
齢

者
ケ
ア
事
業
の
一
つ
で

あ
る

痴
呆
性
高
齢
者
デ
ィ
ホ

ー
ム

の
利
用
者
を
左
資
の
と
お
り

募
集
し
ま

す
。

な
お

。
痴
呆
性
高
齢

者
中

・
短
期
間
入
所
(
ミ
ド
ル
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
)
に
つ
い

て
は

、
別

途
募
集
し
ま
す

。

ま
た

、
従
来
よ
り
実
施
し

て
い
る

、
デ
ィ
ホ
ー
ム
お
よ

び
碓
能
訓
練
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

、「
さ
の
」
の
開

所
に
伴
い

、7

月
か
ら
の
利

用
者
も
左
表
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

受
付
開
始
　
5

月
7

日
(
火
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(

千
住
)
・
老
人
福
祉
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1

1
㈹

高齢者在宅サービスセンター担当地域等

※ 痴 呆性 高齢 者デ イホ ー ム事業 は、「さの 」が足 立区 全域 を 担当し ま す。

高齢者在宅サービスセンター利用募集事業
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捨て
ればゴミ

生か
せば資源

身近なことから始めよう
! !

ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会

中

間

答

申

ま

と

ま

る

衣・食・住にかかわる生温用品は豊富になり、今日の私

たちは魏くほどたくさん収コ物「一同ま寸1て生活しています。
つまり、私たちは、それだけ多くのS 漂畳涓費して暮らし

ているのです。しかし最 一拍・ア儿ミ ウj X・石油 一石儂

といった生活に欠かせない資源は、あと100年もすれば底を
つくと言われているように、無限にあるわけではありませ

ん。ふだん私たちが何気なく捨てているゴミ。この中には、

資源として再利用できるものもたくさん含まれています。
資源の再利用はとても大切なことです。
昨年発足した「ゴミ問題対策委員会」では、7 月の最終

蕃申の前に、中間答申をまとめ、早急に実行するように準

備を 進めています。今回は、その概要の一郎を紹介します。

ゴ
ミ
問
題
の
背
景

現
在

、O
A

槻
器
の
発
進
に

よ
る
紙
ゴ
ミ
の
増
大
や
太
一

生

産

、
大
量
消
費
に
よ
る
ゴ
ミ
の

急
増
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す

。

ま
た

。熱
帯
雨
林
の

破
壊
や

、

地
球
の
温
暖
化

、酸
性
雨
の
問

題

、
厩

洋
汚
桑
な
ど
地
球
規
模

で
の
環
境
問
岡
が
世
界
各
地
で

諭
議
さ
れ
、
対
策
が
採
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す

。

一
方

、
国
内
で
は

、
ゴ
ミ
の

急
増
に
伴
い

、
処
理

能
力
や
埋

め
立
て
地
不
足
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す

。
中
で
も
東
京

の
埋
め
立
て
地
不
足
は
深
刻
な

問
題
で
す

。

私
た
ち
の
生
活
を
み
る
と

、

愚
近
特
に
使
い
捨
て

商
品
や
便

い

捨
て
容
解
の
需
要

が
多
く
な

り

、
ゴ
ミ
の
一

も
増
え
続
け
る

一
方
で

す

。

ま
た

、
ゴ
ミ
減
量
な
ど
に
重

要
な
役
創
を
果
た
し
て

き
た
賢

源
回
収
業
界
は

。
円
高
や
人
件

費
の
高
騰

、
後
継
者
難
な
ど
に

よ
り

、
そ
の
多
く
が
転
廃
業
を

余
饑
な
く
さ
れ
て
い
ま

す

。
そ

の
た
め

、
既
存
の
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
か

減
少
し

、
資
源
と
し

て
再
活

用
で
き
る
初
も

、
ゴ
ミ

と
し
て

処
分
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な

、
環
境
問
題

。

ゴ
ミ
問
題
を
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
こ
と
は

、
私
た
ち
や

将
采

の
子
供
た
ち
の
生
活
環
境
を
思

化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す

。g
い

か
え
れ
ぱ

、
私
た
ち
自
身
が
被

害
者
で

あ
る
と
同
時
に

、
加
害

者
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。
町会・自治会の方による集団回収、リサイクルで資源の節約を!

区

の

役

割

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

、
将

央
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の
ま
ち

か
庄
み
よ
い
ま
ち
で

あ
り
続
け

る
た
め
に
は

、
毎
日
の

生
活
の

中
で
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ

ク
ル
(

再

利
用
)

を
考
え
る
こ
と

が
必
要

で

す
。

そ
の
た
め
に
は

、
住
民
と
最

も
身
近
に
あ
る
区
か

、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し

、
賢

源
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

。

区
で
は
緊
急
に
今
で
き
る
対

策
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

奥
施
し
て
い
く
予
定
で
す

。

□
集
団
回
収
の
拡
充

回
収
品
目
を
拡
充
す
る
た
め

に

、
缶
プ
レ
ス
機
の

貸
与
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す

。

□
持
ち
込
み
受
け
入

れ
業
者
の

指
定賢

源
化
物
を
持
ち
込
め
ぱ
受

け
入
れ
て

く
れ
る
業
者
を
指
定

し

。
公
表
し
ま
す

。

□
乾
電
池
の
回
収

区
の
公
共
施
設
に
乾
電
池
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し

。
乾
電
池
の

分
別
回
収
を
行
い
ま
す

。

□
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
建
設

と
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー
ド
(

回
収
品

の
一
時
保
管
場
所
)

の
確
保
　

再
利
用
・
再
活
用
の
拠
点
と

な
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
と
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

確
9
の

倹
討
を

始
め
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
行
政
は
現
在
、

都
で
吁
つ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ

に
す
る
前
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

し
て
は
、
区
の
分
野
と
し
、
今

後
、
乱
と
の
協
力
関
係
を
一
層

深
め
な

が
ら
皆
さ

ん
と
と
も

に
、
積
極
的
に
取
り
咀
ん
で
い

き
ま
す
。

委
員
会
の
設
置

昨
年
H

月
に
行
政
・
学
識
経

験

者
、町

会
連

合
会
、一

般
区

民
、受
源
回
収
業
者
、商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
な
ど
の
代
表
者

に
よ
り
「
足
立
区
ゴ
ミ
問
題
対

策
委
員
会
」
を
設
置
。

そ
の
な
か
で
行
政

、
区
民
、

企
業
が
一
体
と
な
っ
た
全
区
規

椣
の
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
組
戳
を

つ
く
り
、
足
立
区
方
式
の
ゴ
ミ

の
減
量

、
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
の

展
開
に
つ
い
て
倹
討
し
て
い
ま

す
。ま

た

。委
員
会
で
は
砲
織
を
、

住
民
小

委
興
会
と
企
藁
小
委
貝

会
の
2

つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場

を
ふ
ま
え

な
が
ら
対

『

力

針
の
検
肘
を
行
っ
て
い

ま
す
。

行
政
組
織
の
充
実

ほ
で
は
4

月
―
日
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
を
積
極
的
に
行

う
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

逓
課
に
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
を

設
置
、
ゴ
ミ
鬩
嘔
全
般
に
取
り

祖
ん
で
い
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
つ
い

て
は
、
消
費
者
友
の
会
、
新
生

活
通
動
、各
町
会
・
自
治
会
な
ど

の
団
体
が
任
意
の
活
動
と
し
て

集
団
回
収
を
呀
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
3
区
内
の

古
紙
、
古

布
業
の

約
4
分
の
1

が
足
立
区

で
営
業
し
て
お
り
、
都
内
唯
一

の
ぴ
ん
回
収
業
者
も
区
内
に
あ

る
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
形

嵎
の

う
え
で
も
有
利
な
条
件
を

備
え
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

基

本

方

針

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
の
基
冰
方
針
と
し
て
、

▽
ゴ
ミ
を
つ
く
ら
な
い
、
充
ら
　

な
い
、
賈
わ
な
い
社
会
づ
く
り

▽
ゴ
ミ
に
な
る
前
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
徹
底

▽
民
間
で
で
き
な
い

領
域
を
カ

バ
ー
す
る

仕
組
み
の
塵
備

以
上
の

事
項
を
行
う
た
め
に

都
の
清
掃
事
業
お
よ
び
関
係
団

体
と

連
携
し

積
極
的
に
区
民

、

企
巣

、
行
政
か
一
体
と
な
っ
た

岨
敬
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
ま

す

。

▲ ふだん捨
て ら れ

て い る ゴ ミ の中に
も

リサ イ ク ル( 再利
用)で き るもの

が た く さん含
まれ てい ま す

可燃ごみの中の資源化物 分別ごみの中の資源化物

あなたもできます　リサイクル

古 紙

紙の原料であるパルプ材の多くは、

外国からの愉入に顆うています。それ
でも現在、紙の原料の約半分は古紙で

まかなわれています。森林賢源を保霞
するためにも、紙のリサイクルをさら
に進めることが大事です。

【リサイクル豆知識】
l 、古紙1t は繚の立木20本分に相当
します。
2、古紙を使用した場合、新しい木材　
から紙を作るのに比べ3～5分の1　
のエネルギーですみます。

3、東京23区の可燃ゴミの約45% か紙
頸です。

家庭から発 生する紙資 源

あなたもできます　リサイクル
ガ ラ ス び ん

現在俘われているガラスびんのう
ち。綴り返し使用されるリターナブ
ルヤ陋 射布帛量の約25% 、1 回限り
で使い捨てのワンウェイぴんは町75%

と推足されています。
【リサイクル豆気皿 】
1 、リターナブルぴん: ビ ールや日
友酒の1 升ぴんなど、縉り返して
使えるびんは、それぞれ買ったg　
へ返すのが基本です。

2 、ワンウェイぴん: リターナブル
ぴんl以外のものがワンウェイぴん
です。回収し、紐か< 砕き、新し
いぴんの原科として使います。し

かし、これらの多くがゴミになっ
ています。

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

ワ
ン
ウ
ェ
イ
び
ん

牛乳パックは大切な資源です。

シ リ ー ズ

身近な自然 ( 22)

カラ スノエンド ウ

寒
か
っ
た
冬
か
ら
、
い
つ

の
関
に
か
暖
か
い
春
に
な
り

ま
し
た
。
草
た
ち
に
と
っ
て

は
'
t
oち

に
待
っ
た
春
で

す
。

い
ろ
い
ろ
な
蕈
が
元
艮
一
杯

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
所
を
青
い

花
で
う
め
つ
く

す
よ
う
に
咲
く
オ
オ
イ
ヌ
ノ

フ
グ
リ
、
白
い
小
さ
な
花
を

つ
け
た
(
コ

ベ
、
票
い
ピ
ン

ク
色
の
花
を

咲
か
せ
る
カ
ラ

ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
、
み
ん

な
生
き
生
き
と
茂
っ
て
い
ま

す
。マ

メ
科
の
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン

ド
ウ
は
、
そ
の
名
の

通
り
、

小
さ
い
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
よ

う
な
央
を
つ
け
ま
す
。
熟
し

て
く
る
と
7
-
8

粒
の
小
さ

な
エ
ン
ド
ウ
豆
に
な
り
、
さ

や
は
ふ
く
ら
み

、
黒
く
な
つ

て

き
ま
す
。
そ
の
黒
か
ら
カ

ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の

名
が
つ

き
ま
し
た
。
こ
れ
よ

り
全
体

に
小
さ
く
よ
く
似
た

も
の
に

ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
か
あ
り

ま
す
。
さ
や
の
中
の
豆
は
2

粒
し
か
あ
り
ま
せ
ん

。
さ
ら

に
、
豆
が
3

か
ら
5

粒
の
カ

ス
マ
グ
サ
と
い
う
の

も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ガ
ラ
ス
と

ス
ズ
メ
の
閲
の
草
と
い

う
意

味
で
す
。

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
さ

や
を
片
側
だ
け
聞
い
て

、
豆

を
取
り
出
し
、
一
方
を
囗
に

く
わ
え
て
ふ
く
と
、
ビ
ー
ピ

ー
と

音
が
し
ま
す

。
少
々
難

し
い
で
す
が
や
っ
て

み
て
く

だ
さ
い

。
少
し
余
計
に
閲
く

の
と
軽
く
く
わ
え
る
の

が
こ

つ
で

す

。
こ
の
よ
う
に
鳴
る

こ
と
か
ら

、
地
方
で

は

、
ピ

ー
ピ
ー
グ
サ

、
フ
エ

ク
サ
な

ど
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す

。

ま
た

、
手
間
は
か
か
り
ま
す

か

、
さ
や
を
た
く
さ
ん
集
め

て

、
柔
ら
か
い
豆
を
取
り
出

し

。
塩
ゆ
で
な
ど
に
し
て

食

べ
て

み
る
の
も

、
た
の
し
い

で
す
ね

。

Λ
花
畑
西
小
学
校
教
脆

鈴
木

隆
V

新しい公園が
できました

西 沼 公 園　東和四丁目6- 18
開放型の日本庭園です

梅田 亀田 公園　 梅田八丁目13- 1
水に親しめる公園に生まれかわりました

東和親水公園　東和一丁目15- 15
( 旧 蒲原公 園)

噴水、めがね橋などがあり、葛西用水
親水水路に隣接しています

特 別 展

あ

だ

ち

の

文

化

財
展

祈
り
の
世
界
を
中
心
と
し
て

皆
さ
ん
は

、
区
内

に
ど
の

よ
う
な
文
化
財
か
ど
の

く
ら

い
あ
る
か
ご
存
知
で

す
か

。

足
立
区
に
は

、
昔
か
ら
神

社
や
お
寺
が
多
く

、
地
域
の

人
々
の
生
活
と
深
く
か
か
わ

っ
て
き
ま
し
た

。

文
化
財
の
中
に
は

、
ふ
だ

ん
め
っ
た
に
人
目
に
つ
く
こ

と
の
な
い
・信
仰
物
が
大
切
に

保
存
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

あ
り
ま
す

。

今
『

聞
館
5
岡
年
を
迎

え
る
郷
土
博
物
館
で
は

、
い

ま
ま
で
区
か
進
め
て
き
た
文

化
財
保
護
の
成
果
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
に

、
特
別
展
を

企
画
し
ま
し
た

。

永
い
閧

、
神
秘
の
騨
の
向

こ
う
に
あ
っ
た
貴

重
な
信
仰

関
係
の
又
化
附
の
多
く
が

、

郷
土
噂
物
屁
に
一
室
に
姿
を

あ
ら
わ
し
ま
す

。
ぜ
ひ

、
お

出
か
け
く
だ
さ
い

。

日
程
4
月
2
1
日
～
6
月
1
6
日

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、た
　

だ
し
4
月
2
9
日
、5
月
6
　

日
は
開
館

、
翌
日
か
休
館

開
館
時
閥

午
前
9
時
1

午

唆
5

時
(
入

館
は
4

時
3
0
　

分
ま
で
)

入
館
科

一
般
网
円

、
小
・

中
学
生
川
円

、
団
体
(
2
0
　

人
以

上
)
半
額

文
通
樋
関
J
R

亀
有
駅
か

ら
東
武
バ
ス
〔
六

ツ
木
団

地
行
・
八
潮
車
暾
行
・
亰

曽
根
行
天

谷
田
E

丁

目

下
串

、
徒
歩
5

分

、
ま
た

緤

六

ツ
木
都
住
行

〕坪
初

館
前
下

車

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

3
6
2
0
-
9
3
9
3



1991 年( 平成3年) 4 月25 日あ だ ち 広 報第906 号 ( 6)

く らし の

情
報

本庁 舎( 千 住) への お 問 い 合 わせ は …
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年

金

2
0歳
以
上
の

学
生
の
方

国
民
年
金
加
入
は

お
す
み
で
す
か

今
ま
で
、
希
望
者
だ
け
が
加

入
し
て
い
た
2
0
歳
以
上
の
学
生

の
方
も
、4

月
か
ら
は
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た

。
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
方
は

、
お
早
め
に
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と

、

障
害
基
礎
年
金
や

、
老
齢
基
礎

年
金
の
満
額
受
給
資
格
期
間

(
2
0歳
か
ら
加
入
し
た
場
合
)

が
保
障
さ
れ
ま
す

。

保
険
料
の
負
担
が
困
難
な
方

に
は
、
学
生
の
免
除
基
準
(
表
1

、
た
だ
し
基
準
例
)
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
免
除
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
場
所

国
民
年
金
屎
ま

た
は
各
区
民
事
務
所

加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

印
か
ん

免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

印

か
ん
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
、
収
入
の
あ
る
家
族

の
源
泉
徴
収
票

問
合
せ
先
▽
加
入
に
つ
い
て
　

は
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
　

金
屎
適
用
係
`
‘
(
3
8
8
　

0
)
5
1
5
1

▽
免
除
に

つ
い
て
は
保
険
料
係

豐

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

表1 国民年金保険料免除基準の1 例

( 4 人家族のサラリーマン世帯で、大学生が1 人の場合)

5

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や

、
さ
ま
ざ
ま
な
心

配
事
に
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
専
門
官
が
直
接
お
答
え
す
る

「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を

、
毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
5
月
1
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん
Q
&A

も
う
一
つ
の
安
心

Q
新
し
く
で
き
た
国

民
年
金
基
金
と
い
う

の
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の

で
し
ょ
う
か
?

A
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
な
ど
の
方
々

が
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
基

礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を
行
う

公
的
年
金
制
度
で
す
。

山
基
金
の
種
類
は
?

基
金
に
は
各
都
道
府
県
ご
と

に
設
立
さ
れ
る
地
域
型
と
、
職

業
の
種
類
に
よ
り
全
国
単
位
で

設
立
さ
れ
る
職
能
型
の
2
種
類

が
あ
り
、
加
入
す
る
と
き
、
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

恋
加
入
で
き
る
方
は
9
。

2
0歳
か
ら
6
0歳
未
満
の
国
民

年
金
第
1
号
被
保
険
者
(
ご
自

分
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
る
方
)
。た
だ
し
、
晨
業
者

年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

や
加
入
す
べ
き
方
は
、
国
民
年

金
基
金
に
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

③
毎
月
の
掛
け
金
は
?

加
入
口
数
や
保
障
期
間
の
有

無
、
ボ
ー
ナ
ス
給
付
の
有
無
と

い
っ
た
給
付
の
型
お
よ
び
加
入

時
の
年
齢
に
よ
り
掛
け
金
が
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
掛
け
金
は

全
額
、
税
金
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
将
来
受
け
る
年
金
は
?

年
金
額
は
、
加
入
時
の
年
齢

お
よ
び
加
入
口
数
に
よ
っ
て
決

ま
り
、6
5
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す

。
ま
た
、
受
け
取
る
年
金
は

、

税
金
の
公
的
年
金
等
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

閤
加
入
・
脱
退
は
?

基
金
に
は
、
希
望
者
の
み
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

い
っ
た
ん
加
入
し
た
ら
、
本
人

の
都
合
で
自
由
に
や
め
る
こ
と

は
で
膏
蚤
せ
ん
。

問
合
せ
先

都
・
福
祉
局
社
会

保
険
指
導
部
国
民
年
金
指
導

課

昔
(
5
3
2
0
)
4
2
　
2
1

、
ま
た
は
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係
　

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

募

集

ぜ
ん
息
キ
ャ

ン
プ
参
加
者

ぜ
ん
息
キ
ャ
ン
プ
で
体
力
づ

く
り
と
。
仲
問
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程
8
月
5
日
～
1
0
日

場
所

塩
原
林
間
学
園
(
栃
木

県
那
須
郡
塩
原
町
)

対
象
区
内
在
住
の
気
管
支
ぜ
　

ん
息
の
児
童
・
生
徒
(
小
学
　

3
年
～
中
学
3
年
)

※
公
害
病
認
定
患
者
は
別
に
募

集
し
ま
す
。

定
員
3
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
窓
口
へ
(
申

込
喬
は
公
害
補
償
係
に
あ
り

ま
す
)

申
込
期
間
5

月
6
日
～
1
3日

全
・
日
曜
日
を
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
公
害
補
償
係

保
育
園
臨
時
職
員

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
・
時
間
・
賞
金
▽
　

産
休
・
病
欠
代
替
職
員
・
:
午
　

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
　

分
(
土
曜
日
は
午
後
1
時
3
0
　

分
ま
で
)
、時
給
6
9
0
円
▽
0
　

歳
児
保
育
職
員
・
:
午
前
9
時
　

～
午
後
4
時
(
月
～
金
曜
日
　

ま
で
)
、時
給
伽
円
▽
土
曜
　

日
保
育
・
土
曜
日
給
食
職
員
　

…
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
卜
一

時
3
0
分
)
・
時
給
6
9
0
円
▽
　

特
例
保
育
職
員
・
:
午
前
7
時
　

3
0
分
1
9
時
3
0
分
お
よ
び
午
　

後
4
時
～
6
時
(
ど
ち
ら
か
　

で
も
可
)
、
時
給
7
4
0円

※
住
所

、
氏
名

、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す

。
登
録
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇

佐
)
・
保
育
第
一
係

足
立
区
職
員

(作
業
乙
)

選
考
日
5

月
2
6
日

百
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
3

年

7
月
1
日
以
降

募
集
人
員

約
5

人

職
務
内
容

土
木
作
業

受
験
資
格

昭
和
3
1
年
7

月
2
　

日
以
降
生
ま
れ
で

、
義
務
教

育
修
了
程
度
の
能
力
を
有
す

る
方

申
込
方
法

履
歴
書
1

通
を
持

參
ま
た
は
郵
送

受
付
時
間

午
前
9

時
～
午
後

5
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
期
限
5

月
1
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇

住
)
・
人
事
係
(
〒
1
2
0
　

足
立
区
千
住
1
1
4
1
1
8
)

保

険

納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険

平
成
3
年
度
の
、
国
民
健
康

保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
発
送

し
ま
し
た
。
今
回
通
知
し
た
保

険
料
の
計
算
は
、
平
成
3
年
度

の
住
民
税
額
が
計
算
の
基
礎
と

な
り
ま
す
が
、6
月
に
な
ら
な

い
と
住
民
税
額
は
確
定
し
ま
せ

ん
の
で
。
平
成
2
年
度
の
住
民

税
額
で
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。

7
月
に
平
成
3
年
度
の
確
定

し
た
住
民
税
額
で
再
計
算
し
、

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
期
限
は

毎
月
末
日
で
す
。
お
近
く
の
区

民
事
務
所
ま
た
は
2
3区
内
各
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係豐
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
民
健
康
保
険

の
資
格
確
認

国
民
健
康
保
険
の
新
保
険
証

は

、3
月
中
に
各
世
帯
に
郵
送

し
ま
し
た

。
た
だ
し

、
資
格
確

認
が
必
要
な
世

帯
に
つ
い
て

は

、
国
民
健
康
保
険
課
(

中
央

本
町
庁
舎
2

階
5

番
窓
口
)
で

、

直
接
お
渡
し
し
て
い
ま
す

。

ほ
か
の
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
方
で

、
ま
だ
保
険
証
が
届

い
て
い
な
い
場
合
は

、
至
急
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
確
認

の
う

气

保
険
証
を
お
渡
し
し

ま
す

。

ま
た
、ほ
か
の
保
険
に
加
入
し

た
が
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
、
転

居
し
た
が
住
民
票
の
異
動
を
済

ま
せ
て
い
な
い
方
は

、
至
急
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
区
民
事

務
所
で

、
必
要
な
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

収
納
管
理
係

豐
(
3
8
8
　
0
)
5
1
3
3

、
保
険
料
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

文

化

第
2
5回
足
立
区
展

作
品
を
募
集

文
化
・
芸
術
を
愛
す
る
区
民

の
皆
さ
ん
の
作
品
発
表
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
足
立

区
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
作
品
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
程

表
2
の
と
お
り

会
場

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
動

・
在
学
の
方

応
募
規
定

り
応
募
方
法

所
定
の
申

込
用
紙
に

記
入
の
う

え
作
品
搬

入
日
に
会

場
で
受
付

班
申
込
用
紙

・
要
領
は
、文

化
振
興
係
、

各
社
会
教
育

館
、
青
年
セ

ン
タ
ー
、
西

新
井
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に

あ
り
ま
す

。 表
2
・
3
の
と
お

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
文
化
振
興
係

表2 足立区展日程および規定

表3 足立区展応募規定 ( 各 郡門とも個人作品に限る)

表4 平成3 年度特別区職員採用試験日程等(予定)

〇この予定は、変更されることもありますので、詳細については西保用試辰・邇考公舌そこnee<* い。
○ 採用試験公告・申込書は各採用賦験・選考の公告発表日以降配布します。
配布場所: 各区役所および特別区人事委員会事務局
郵送による脯求: 返信用封簡( 120 円切手をはつだ大学ノート 大の封簡にあて先・郵便番号を明配し
たもの) を同封のうえ、封簡の表に希璽する探用区分かわかるように「○ 類申込書請求」と朱書し
て、特別区人事委員会事務局試験課あて講求してください。

O問合せ先: 特別区人事委員会事務局試験課
〒102東京都千代田区九段北1- 1- 4東京区政会館内き03- 3265- 0671( 内線537～539)

新たな教室でスタート

な でしこ学 級
区 立 第 十 中 学 校 内

心
に
悩
み
を
持
つ
子
供
の

た
め
の
学
級
「
な
で
し
こ
学

級
」
は
、
花
保
中
の
「
花
保

学
級
」
に
次
ぐ
区
内
で
2
番

目
の
も
の
で
、
平
成
2
年
度

に
第
十
中
学
校
内
に
開
設
し

ま
し
た
。

「
な
で
し
こ
学
級
」
は
、こ

れ
ま
で
仮
の
施
設
を
使
用
し

て
き
ま
し
た
が
、4
月
か
ら
、

全
面
改
修
を
終
え
た
教
室

で

、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。「
す
ば
ら
し
い
教
育
環

境
の
場
が
整
い
ま
し
た

。
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に

合
っ

た

。
き
め
の
細
か
い
教
育
指

導
を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
、

担
当
の
吉
田
先
生
は
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す

。

学
校
に
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い

、
精
神
的
な
悩
み
を

持
ち

「
な
で
し
こ
学
級
」
へ

の
通
級
を
ご
希
望
の
方
は
、

現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
に

相
談
の
う
え

、
担
当
課
窓
口

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
学
事
第
二
係

これ か らの 期待 を 話す 先生 と 生 徒
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福

祉

老
人
日
常
生
活
用
具

新
品
目
を
加
え

一
部
レ
ン
タ
ル

区
で
は

、6
5
歳
以
上
の
寝
た

き
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
お
よ
び

高
齢
世
帯
の
方
が
、
自
宅
で
の

日
常
生
活
が
よ
り
過
ご
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
日
常
生
活
用
具

を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
支
給
、

・ま
た
は
レ
ン
タ
ル
を
し
ま
す
。

た
だ
し

、
所
得
に
5

じ
、
費
用

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

4
月
か
ら
、
車
い
す

、
歩
行

器
、
介
護
用
リ
フ
ト
、
移
動
用

バ
ー
を
加
え
ま
し
た
。

品
目
①
特
殊
寝
台
②
浴
槽
③
　

湯
沸
器
④
マ
ッ
ト
レ
ス
⑤
エ
　

ア
ー
パ
ッ
ト
⑥
便
座
⑦
特
殊
　

尿
器
⑧
入
浴
担
架
⑨
体
位
変
　

換
器
⑩
車
い
す
⑩
火
災
警
報
　

器
⑩
自
動
消
火
装
置
⑤
電
磁
　

調
理
器
@
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
　

ム
⑤
歩
行
器
⑩
シ
ャ
ワ
ー
チ

ェ
ア
○
難
燃
性
寝
具
⑩
洗
髪

器
⑩
空
気
清
浄
器
⑩
ベ
ッ

ド
用
テ
ー
ブ
ル
⑤
介
護
用
リ

フ
ト
S

移
動
用
バ
ー

※
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
世
帯

の
方
は
、
⑨
～
⑩
の
支
給
の
み
。

レ
ン
タ
ル
品
目

①
特
殊
寝
台

⑩
車
い
す
⑩
歩
行
器

費
用
負
担
基
準

表
5

の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
各

福
祉
事
務
所

足
立
昔
(
3
　
8
8
8
)
3
1
4
1

、中
部
昔

(
3
8
8
9
)
1
4
8
1

、東

部
登
(
3
6
0
5
)
7
1
0
　
5

、
西
部
昔
(
3
8
9
7
)
5
　
0
1
1

、
北
部
昔
(
3
8
8
　
Q
J
)
6
8
0
0

表5 老人日常生活用具等給付事業費用負担基準

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

該
当
す
る

方
は
申
請
を

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
医

廡
費
の
自
己
負
担
額
分
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。
該
当
す
る
方

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

区
内
に
住
所
が
あ
る
医
療
保

険
の
加
入
者
で
'
&
に
該
当
す

る
児
童
(
1
8
歳
に
な
っ
た
年
の

年
度
末
ま
で
該
当
。
2
0
歳
未
満

で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
含
む
)
と
、そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

方
(
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た

は
母
が
死
亡

▽
父
ま
た
は
母

が
重
度
障
害

▽
父
ま
た
は
母

が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母

に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
が
い
な
い
(
母
が
婚
姻
に

よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童
で
父
に

認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

・

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍
謄
本

へ
申
請
者
・
児

童
T

通

▽
健
康
保
険
証
(
申

請
者
・
児
童
)

▽
印
か
ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手

帳

▽
昨
年
1
月
2

日
以
降
足

立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住

所
地
の
区
市
町
村
長
発
行
の
平

成
2
年
度
所
得
証
明
書
(
児
童

扶
養
手
当
用
)
1
通

▽
足
立

区
に
住
民
登
録
の
な
い
方
は
、

続
柄
の
記
載
の
あ
る
世
帯
全
員

の
住
民
票
1
通

圏
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が
申

請
す
る
場
合
に
必
要
な
も
の
　

▽
児
童
扶
養
手
当
証
番

▽

健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

・
医
療
費
助
成
の
対
象
外
の
方

▽
生
活
保
護
受
給
中
の
方

▽
心
身
障
害
者
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

▽
所
得
制

限
額
以
上
の
方

▽
児
童
福
祉

施
設
等
に
入
所
の
方

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
児
童
医
療
担
当

心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
、

難
病
患
者
福
祉
手

当
の
定
例
払
月

今
月
は
。
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
お
よ
び
難
病

患
者
福
祉
手
当
の
定
例
払
月
で

す
。2

5日
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た

預
金
口
座
に
、
手
当
を
振
り
込

み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払

い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
支
給
分
は
、

平
成
2
年
1
2月
～
平
成
3
年
3

月
分
で
す
が
、
次
回
(
8
月
)

支
給
の
平
成
3
年
4
月
分
か

ら
、
表
6
の
と
お
り
手
当
額
が

増
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
都
制
度
の
重
度
心
身

障
害
者
手
当
も
表
6
の
と
お
り

増
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・

障
害
福
祉
係

表6 福祉手当の改正一覧

保
養
所

伊
豆
高
原
・
湯

河
原
あ
だ
ち
荘

7
月
分
の
利
用
案
内

7
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。
(
ガ
キ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
、
I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在

勤
者
の
み
)
、1
枚
に
限
り
ま

す
。重

複
申
し
込
み
や
、
期
限
を

過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
一
人
で
の
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
7
月
2
1
日
～
3
1
日
は
、I
グ

ル
ー
プ
1
5人
以
内
に
限
り
ま

す
。国

保
指
定
旅
館

東
京
近
県
の
ホ
テ
ル

、
旅
館

と
「
国
保
指
定
旅
館
」の
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

、

年
間
を
通
じ
て
一
般
料
金
よ
り

も
低
額
で
利
用
で
き
ま
す

。

利
用
方
法
お
よ
び
指
定
旅
館

一
覧
は
「
国
保
だ
よ
り

」4
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
　

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

住
ま
い

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
済
ん
で
い

る
地
域
内
に
、
家
屋
等
を
新
築

し
た
方
は
、
住
所
を
定
め
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

建
築

確
認
書
一
式
、
印
か
ん

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

住
居
表
示
板
を

破
損
ま
た
は
紛
失

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん

で
い
る
家
屋
等
で

、
玄
関
や
門

に
取
り
付
け
て
あ
る
「
○
(
町
)

○
丁
目
○
番
○
号

」
の
住
居
表

示
板
(

緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)

を

破
損
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
方
に

は
、
新
し
い
表
示
板
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

生
活
環
境

指
定
作
業
場

(
自
動
車
駐
車
場
)
の

設
置
者
、
管
理

者
の
皆
さ
ん
へ

自
動
車
駐
車
場
の
需
要
が
増

加
し
、
全
国
的
に
駐
車
場
不
足

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
も
青
空
駐
車
場
か

ら
建
築
物
の
駐
車
場
ま
で
、
盛

ん
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
設

置
者
お
よ
び
管
理
者
の
皆
さ
ん

は

、
次
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な

く

。
ま
た

、
騒
音
な
ど
の
公
害

防
止
の
た
め

。
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・

指
定
作
業
場
(
自
助
車
駐
車

場
)

の
届
け
出

東
京

都
公
害
防
止
条
例
で

は

。
自
動
車
等
の
収
容
能
力
が
2
0

台
以
上
の
も
の
を
指
定
作
業

場
と
し
て

、
届
け
出
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

な
お
、指
定
作
業
場
設
置
(
変

更
)
届
出
自
に
は
、
近
隣
建
物

の
用
途
、
構
造
お
よ
び
配
置
。

な
ら
び
に
道
路
の
状
況
等
を
明

ら
か
に
し
た
図
面
を
添
え
て
、

着
工
前
に
環
境
課
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
駐
車
場
施
般
の
公
害
防
止
　

駐
車
場
か
ら
発
生
す
る
騒

音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス
等
の
公

害
防
止
の
た
め
、
次
の
よ
う
な

点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
出
入
口
付
近
で
の
急
発
進
。

エ
ン
ジ
ン
の
空
ぶ
か
し
は
や

め
、
カ
ー
ス
テ
レ
オ
な
ど
も

鳴
ら
し
た
ま
ま
に
し
な
い

▽
夜
間
の
静
け
さ
を
保
つ
た
め

自
動
車
の
出
入
り
は
最
小
限

に
す
る

▽
駐
車
場
内
の
機
材
、
路
面
等

の
保
守
を
行
い
、
周
辺
へ
粉

じ
ん
な
ど
が
飛
ば
な
い
よ
う

に
す
る

▽
駐
車
場
の
管
理
責
任
者
を
定

め
、
公
害
防
止
を
図
る
と
と

も
に
苦
情
が
発
生
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
対
応
す
る

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

環
境
課
公
害
第
一
係

赤
十
字
の
事
業
資
金
に

ご
協
力

を

今
年
も
、5

月
1
日
か
ら
3
1

日
ま
で

、
赤
十
字
の
杠
資

(
事
業
資
金
)

募
集
を
行
い

ま
す

。

足
立
区
で
は
昨
年
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
千
8
0
0

万
円
余
の
温
か
い
善
意
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、国
際
救
援
、

災
害
救
護

、
献
血
な
ど
の
事

業
推
進
の
た
め
の

、
貴
重
な

資
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。今

年
も
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
地
域
振
興
課
振
興
係
　

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、I
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

【
投
稿
規
程

】

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
も
の
な
ど
の

案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的

の
も
の
、
会
費
が
月
額
3

千
5
0
0円
を
超
え
る
も
の

、
投

稿
内
容
が
不
備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
俯
順
/

―
団
体
1

事
業
/
3

ヵ
月
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体

名
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
を
明
記
し
て

、

郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後

の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/

締
め
切
り
は

、
発
行
日
1

ヵ

月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
1
1
4
1
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
親
子
で
舞
台
を
観
賞

「チ
ョ
コ
レ
ー
ト
戦
争
」(
低

学
年
)
…
5
月
6
日
、午
後
2

時
、
「沼
田
曜
一
ふ
る
さ
と

民
話
劇
場
」(
高
学
年
)
・
:
5

月
1
2
日
.
午
後
1
時
/
文
化

会
館
/
入
会
金
2
0
0
円
、月
額

劭
円
/
足
立
子
ど
も
劇
場

昔
(
3
8
8
3
)
9
7
3
8

☆
(
ツ
ピ
ー
・
ア
ー
ス
デ
ー

別
荒
川
河
川
敷
を
き
れ
い
に

4
月
2
7
日
(
土
)
、午
後
1

時
3
0
分
/
千
住
新
橋
緑
地
　
(

虹
の
広
場
)
/
菅
原
さ
　
(

3
8
8
8
)
7
1
3
7

=
募

集
=

☆
合
唱
講
座
(
5
-
9
月
)

毎
週
月
曜
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
(
午
後
の
部
)

午
後
7
時
～
9
時
(
夜
間
の

部
)
/

東
部
区
民
ホ
ー
ル
/

定
員
2
0人
/
月
額
3
千
円
/

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
協
会
/
近

茖
(
3
8
9
7
)
7
1
1
2

☆
水
曜
手
あ
み
の
会

第
2

・
4
水
昭
日
、午
後
2

時
～
4

時
/

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/

月
額
千
円
/

齊
藤

・
l
(
3
8
4
0
)
3
4
2
7

☆
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
　

毎
週
月
・
木
曜
日
、午
前

1
0
時
～
H
時
3
0
分
(
月
)
、午

後
7
時
～
8
時
3
0
分
(
木
)
/

太
陽
信
用
金
盥
千
住
支
店
/

入
会
金
2

千
円
、1

回
緊
円
/

籾
井
(
も
み
い
)
a
(
3
8
7
0
)
0
2
8
5

☆
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
毎
週
水

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円

、
月
額
千
5
0
0

円
/

成
沢

・
‘
(
3
8
5
0
)
6
9
4
5

掲
示板

・
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

は
お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険

料
と
労
災
保
険
料
)
は
。
す

で
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
申
告

書
に
保
険
料
を
添
え
て
、5

月
1
5日
ま
で
に
、
も
よ
り
の

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
へ
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
ふ
じ
色
の
申

告
鉗
…
都
労
働
経
済
局
雇

用
保
険
部

豐
(
5
3
2

o
)
4
7
3
2

▽
く
ろ

色
の
申
告
書
…
東
京
労
働

基
準
局
労
災
適
用
課

酋

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

・
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

資
格

満
2
0～
3
9歳
の
日
本

の
国
籍
を
持
つ
青
年
男
女

申
込
方
法
5

月
3
1日
ま
で

に
、
所
定
の
願
s
を
提
出

く
わ
し
く
は
、
青
年
海
外

協
力
隊
事
務
局
国
内
第
一
課
a
(
3
4
0
0
)
7
2
6
1

、

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

豐
(
3
7
9
2
)
7
2
7
2

へ
。
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あだち区民 大学 教養コース
「日本人…
その心と行動」

湾
岸
戦
争
後
、
さ
ら
に
高
ま

っ
て
い
る
対
日
批
判
。
私
た
ち

日
本
人
は
世
界
の
中
で
ま
す
ま

す
理
解
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
日
本
人
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
す
。

日
時
・
内
容

左
表
の
と
お
り

場
所

竹
の
獵
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員
8
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

「
あ
だ
ち
区
民
大
学
教
養
コ

ー
ス
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
2
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
文
化
振
興
係
(
〒

1
2
0千
住
1
1
4
1
1
8
)
　
S
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹
※ 時間はいずれも午後6時45分～8時45分( ただし5/ 14のみ開講　
式のため午後6時30分～)

声
の
お
知
ら
せ

無
料
貸
し
出
し
し
ま
す

区
で
は

、
目
の
不
自
由
な
方

の
た
め
に

「
声
の
お
知
ら
せ

」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。「
あ
だ
ち

広
報
」
や
区
の
話
題
な
ど
を
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も

の
で
す

。
平
成
3

年
度
か
ら
は

月
2
回
に
な
り
、
よ
り
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
。ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
の
視
力
障
害

者

費
用

無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
視
力
障

害
の
等
級
、「
声
の
お
知
ら
せ

希
望

」
と
明
記

岌
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

宇

住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
　

千
住
-
1
4
1
1
8

昔
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

こ
ど
も
の
日

祭
り
ば
や
し
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

日
時
5

月
5
日
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情 報 コ ー ナ ー 法 律 相 談 ( 予約制… 電話予約可) 区民相談室 　( 3882) 1111㈹
◆ 区 役所 本庁 舎1 階 区 民 相 談 室
相談日は、毎週月・木曜日、午後　
1時～4時

◆ 中 央本町庁舎2 階 相談室
相談日は、毎月第2・4水曜日、午後　
1時～4時

少年活動リーダー講座

HOWTO キャンプ

キ ャンプの初歩的な技術を習得し
ます。この講座の修了者は、少年キ
ャンプ場の利用やキャンプ用品の貸
し出し の申し 込みができます。
日時・婦所・内容 下表のとおり
対象 高校生以上の方で3 回とも受

講できる方
定員70 人
申込方法 所定の用紙またはハガキ
に住所、氏名( フリガナ) 、年齢、
電話番号、所属団体名、キ ャンプ
希望と明記( 電話も可)

申込期限5 月20日
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
少年育成係 〒120 千住1 ―4 ―
1803882 ―1111㈹

区内でできる
キャンプ 体 験

夏休み期間中、公園内にキ ャン
プ 場を開設し ます。
J 4詞問7月21日( 日) ～9月1日　
(日)

開般場所 元渕江公園( 保木間2　
―17)

対象 区内の少年育成団体( 利用
者15人につき1 人の教育委員会
指定の講座修了者がつくこと)

利用方法[ >1 泊2 日… 午後1 時
入場、翌日午前n 時退場c> 日
帰り…午前u 時入場、午後9 時
退場

申込方法・場所5 月17日、午後
6 時30分から受付、午後7 時 抽
選、青年センタ ー( 空きのあ る
場合は、5 月18日以降直接少年
育成係へ)

※ 当日はキャンプ用品の貸し出し
の受け付けもします。
問合せ先 本庁舎( 干住) ・少年
育成蹣 　3882―1111㈹

おさらい教室
生徒 募集

経験豊富な元小学校教員がマン
ツーマンの指導を行います。
日時 ・場所 下表のとおり
科目 国語・算数
対象・募集人員[ >小学校1年生　
… 20人じ>小学校2～4年生…若　
千名

費用月額4, 00( ) ～5, 500円
申込方法 直接窓口へ
申込・問合せ先 シルバー人材セ
ンタ ー 〒121 西保木間1-　8- 203859

―2561

時間はいずれも午後2時30分～5時30分
各学年1 時間

少 年剣道 大会 東 京武道館
日時6月16日( 日) 、受付…午前9　
時10分～9時30分、開会式…午前　
10時

場所 東京武道館
参加資格 区内在住・在学の小・中
学生

競技方法 トーナメント方式の学年
別個人戦( 小学校4 年生以上は決
勝トーナメントあり)

定員1, 200 人

申込方法 往復ハガ キに住所、氏名
(フリガナ) 、電話番号、性別、身
長、学校名、学年、所属団体名、
剣道歴、段位( 中学生のみ) を明
記
申込期限5 月10日必着
申込・問合せ先 区体育協会
〒120千住1 ―4 ―18

03882 ―1111㈹

青年センタ ーの催し
子育て講座/ 若いお母さ んの

子育て応援し ます

5月のテーマたくましく育てよう
日時5月8日( 水) 、午前1CX玲～正　
キ

講師 子どもの城プレ イ事業部長・
神谷明宏氏

定員80 人
費用 無料
申込方法 当日直接会場へ

のひのび子育て倶楽部

日時5月9日( 木) 、午前10時～11　
E侍30ラ}
5 月のテーマ 公園であそぼう

対象2～3歳児とお母さん
定員40 組
費用 無料
申込方法4 月25日、午前9 時から
直接電話( 先着順)

エスニック料理に挑戦

日時5月23・30日、6月6・13日　
( いずれも木曜日) 、午後6時30分　～
9時

対象16～39歳の男女( 36人)
内容 タイ、マレーシアのスパイシ
ーな料理

材料費5, 000 円
- いずれも一
場所・申込・問合せ先 青年センター

f 13890- 0061

保育ボランティア養成講座
生涯学習活動に、子育て中の若い

お母さんの参加が増えています。こ
のお母さんを応援するボランティア
になりませんか。
前期は考え方を、後期は遊び方な

どを中心に学びます。
日程[ >5月16日～7月11日( 前期) 　
じ>9月5日～12月5日( 後期)
内容 右表のとおり
対象 区内在住・在勤・在学の女性
定員30 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名
(フリガナ) 。年齢。職業、電話番
号、希望理由。「保育ボランティア」
と明記

申込期限5 月7 日必着
場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンター( エル・ソフ ィア内)
〒123 梅田7 ―33―1

C3880 ―5222

保育ボランティア養成講座( 前期)

※ 時周はいずれも午後2時～4畤RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

Ta. N. S. Se. 240, 000


